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（論文内容の要旨） 
 
 私は作品制作を介して世の中を理解し、その理解を他人と共有したい。私にとって作品は、世の中を
理解する過程に生じた私の記録である。また同時に、その理解の記録を伝達する媒体でもある。制作の
過程で、私の物語が他人の物語になることができること、また他人の物語を介して、自分を取りまいて
いる環境を理解したい。それは記憶された物語の再構成によって、当たり前に考えられる物語のパラダ
イムを転覆させることをも意図している。 
 
 私たちが当然と考えるもの、命をかけて守らなければならないと思う価値、例えば歴史・信念・宗教
などから毎日接するマスコミの報道・法律・日常の常識・偏見などすべては、物語で構成されている。
しかし物語は、話し手の視点と周辺の必要によって選択され、あるものは捨てられ、忘れられてしまう。
私はこのような捨てられた物語を拾って再配列することが、情報があふれ、記録手段が多様化した社会
になればなるほど、重要なことだと考えている。私は作品を介して、堅固な価値観が立てられる間に捨
てられた物語を自分の視線で引き出すことによって、考えるべき話題として提示したい。 
 
 記憶それ自体は、資料として信頼するに足らない、主観的で感情的なものと思われてきた。しかし、
その主観性と感情的な要素が、ものごとの真相に迫る、新たな手段として評価されるようになってきた
のである。伝統的に「歴史」は普遍的なものとして扱われてきた。つまり、それは客観的であるが、誰
の物語でもないのである。科学的に証明された資料で基づいた伝統的歴史にくらべ、まだ生々しく生き
ている口述史は過去を再構成するひとつの方法になる。権力に影響され、歴史に注目できなかった庶民
にも光をあたえ、より真相に迫ろうとする試みである。 
 
 私が注目する記憶は、歴史の中で捨てられたもの、あるいは大きい価値の犠牲となった小さな価値、
忘れるしかないと考えられた物事である。記憶は当然喪失を伴う。喪失は埋め合わせることのできない
ことである。私は喪失と傷を作品制作の素材にする。他人の喪失に場を広げているのは、自らの喪失の
経験が自分のなかでは制作の元になっているからである。悲しむこと、つまり哀悼の作業は、前を向い
ていくために必要な意味のある行為である。 
    
 
 記憶には媒体が必要である。身体に刻まれた傷痕であっったり、言語による語りであったり、場所で
あったりすることもある。本論文では私の制作に関連する記憶の種類と特質を考察し、それが、どのよ
うに作品に活用されているのかを論じる。 
 
 この論文では、自分や他人の記憶や場所の記憶をたどって制作した自分の作品をとりあげる。そして
作品における中心に記憶の属性と、真相への接近方法に関して考察する。 
 
 本論文の１章では社会学・歴史学の文脈で扱われる、記憶と客観的資料との違い、口述史、集団記憶
を取り上げる。また自作品を論じるうえで重要となる、物語の概念とその効果について考察する。そし
て、ドキュメンタリーのリアリティについても触れる。その中で、リアリティフィクション、とくに私
的ドキュメンタリーがとる戦略を考察する。 
 
 ２章では自分の作品が、記憶とどのように関わっているか、具体的に述べる。記憶のメタファー、つ
まり記憶が留まるところである「体」、「物語」、「場所」について調べる。老いる母の体に、私自身の幼
年時代の記憶を投影し、自分のアイデンティティーを探る作品「暖かい植物」は「体」を手がかりとし
て説明する。在日お爺さんとの記憶を交わる「しっぽを切られたトカゲの行方」では「物語」をキーワ
ードに解説する。「場所」では「ガンジョンシリーズ」の背景になる世代の場所について述べる。 
 
 ３章では具体的な制作の展開について説明する。記憶を採取する時に、対象の選択基準や、編集にわ
たってどのようにリアリティが生まれてくるのかなどを説明したい。詳しくは編集の仕方、ナレーショ
ンの取り方を説明する。また美術の中で、記憶や、物語、ドキュメンタリー的な要素を持っている作品
について言及する。そのなかで、自分にとってドキュメンタリーの制作が、作品制作を介して世界を理
解する方法や道具であることを明らかにした。 
 
 私にとって、制作というのはそれを介し、普段訪れる機会の無い場所に取材に行き、自分なりの意味
を作り、そのプロセスと結果を他人と分かち合うことだと思う。それは、世の中を理解するための過程
である。本論文では、自分が制作へ向ける態度、過去の作品と研究の結果、また、そこで見付けた問題
点などを探る。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 歴史と記憶は違う。立場や人によって両者はそれぞれの中でも異なるが、そもそも両者は質的に違う。
ではどのように真相に迫ればよいのか。本論文はそれを歴史ではなく記憶の方に求め、歴史から捨てら
れ記憶として残る断片をドキュメンタリーの手法で採取、編集することで、リアリティに迫ろうとする
筆者の試みを論述した好論となっている。 
 記録化され権力でオーサライズされる歴史に対して、弱者の立場は記憶による口述史、オーラルヒス
トリーとして語られる。それに関わるドキュメンタリーは、フィクションでもノンフィクションでもな
く、現実に迫る方法論としてのリアリティ・フィクションというべきものであること。そしてそれが、
他者の人生を理解する最善の方法なのだと、筆者がドキュメンタリーを採用する理由がまず述べられる
（第１章）。 
 では記憶はどのような形で留められているのか。同じ記憶でも、喪失と傷に注目する筆者は、それを
「体」「物語」「場所」に見出し、それぞれを自作品で解説する。老いた母の「体」の写真に刺繍した「暖
かい植物」、数奇な人生を辿った北系在日朝鮮人の“お爺さん”の物語を扱った「しっぽを切られたトカ
    
 
ゲの行方」、海軍基地建設で生活の「場所」が失われようとしている済州島の小村ガンジョンに取材した
ドキュメンタリー「牡蠣」（第２章）。 
 そして第３章では、提出作品となったドキュメンタリーシリーズ「牡蠣」の制作手法について、具体
的に解説する。“私的ドキュメンタリー”を演出する手法としての、作者のナレーション、手の挿入（現
実への介入）、クローズアップと編集などである。一方的に告げられた海軍基地建設への住民運動では、
反対派だけでなく賛成派の住民もいた。何度も現地に足を運び、住民と信頼関係を築くことから始めた
筆者自身の立場は、明らかに反対派の側にあるが、彼女の関心は、反対運動の“記録”自体にあるわけ
ではない。いまそこで失われようとしている住民の生活と歴史、場所と不可分・不可避に結びついた彼
らの記憶と現実を捉えることである。そのため筆者は、眼前で展開する事件、そこでの住民の感情と行
動への関わり方、つまり距離のとり方に腐心している。 
 実際、彼女の作品への反応は、ドキュメンタリー制作者とアーティストでは大きく異なるという。記
録なのか、表現なのか。それは、リアリティ・フィクションにアーティストとして関わる彼女の立場と
姿勢に、直結する問題でもある。しかし作品と論述から窺われる彼女の姿勢は、声高な主張でも、状況
を変えようとする現実への介入でもなく、それに寄り添い、ともに悲しもうとする姿勢である。そこに
は彼女の人柄も窺われるが、彼女はそうすることを、私的ドキュメンタリーという自分の作品の役割、
目的と考えている。 
 本論の思索は深く、論述、表現をめぐる審査では、高い評価の声が相次いだ。学位にふさわしい好論
として、一同の承認を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 提出作品のドキュメンタリー「牡蠣」は（82分）のドキュメンタリー映画（映像）である。済州（チ
ェジュ）島のガンジョン村に海軍基地建設が進められて行く中、平穏だった村が基地建設推進派と反対
派に分断され、警察隊との衝突が繰り返される。作者は、このガンジョン村に６ヶ月間滞在し、村民が
大切にしていた海岸の風景だけではなく、人の心の在処も無くし荒れていく島民の様子を見事に映し出
している。この映像は、一般的なドキュメンタリーに見られる外来者の冷たい眼差しや、帰結する主張
の強さは全く無く、ただ淡々と村民達に寄り添う視点で周り描く。作者は、一人で監督、撮影、インタ
ビューアー、そして登場人物にもなり、また編集やナレーションも行った。 
 「村に入りカメラを載って人々と親しくなり風景を観察できるまでに３ヶ月を要した。」と作者は言う。
カメラを覗きながら、相手の話に笑い、あいづちし、差し出されたみかんを食べながら相手と同じ目線
で撮影している。 
 制作について「私にとって、制作を介し、訪れる機会の無い場所に取材に行き、自分なりの意味を作
り、そのプロセスと結果を他人と分かち合うことだと思う。私は作品を介して、堅固な価値観が打ち立
てられて行く内に捨てさられて行く物語を自分の視線で引き出す。」と語る。また「歴史」は普遍的なも
の、客観的なものと考えられて来たが、それは誰のものでもない「歴史」ではないのかと考え、まだ生々
しく生きている口述史に言及して過去を再構成するひとつの方法とし、記憶の主観性と感情的な要素が、
ものごとの真相に迫る新たな手段になると考えた。 
 自らの喪失の記憶をたどる「喪の作業」として制作を行って来た作者は、記憶が留まるところを「体」、
「物語」、「場所」と捉え、それらを基底材に表現を展開して来た。 
 本作品は主人公がいると感情的に密着するあまり事物を俯瞰して冷静に見る事ができなくなると言う
理由で特定の主人公を立てていない。ごく自然に繰り広げられる破壊の風景を描写し、インタビューし、
カメラを持つ作者の手が映る。 
 編集の仕方は、巧みで作者の肉声で録音されたナレーションや字幕は映像の解説にとどまらず、映像
    
 
全体を束ねる一つの軸となり、子供の寝顔、子犬が戯れる情景クローズアップや路地風景に平穏な時の
流れが重なる。観る者を知らず知らずの内に美しい画面に引き込む。 
 ドキュメンタリー「牡蠣」を、研究領域における特に優れた映像作品として、審査メンバー全員の評
価が一致し、合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 林潤秀は作品で自己のアイデンティティーを探求していくと云うテーマを日本への留学の前から強く
意識していた。博士作品制作・博士論文執筆でより明確な根拠と方法の考察を行い、作品をドキュメン
タリー映像（映画）として提示している。映像作品というべきかドキュメンタリー映画というべきか、
林自身も制作の過程では、美術における作品とドキュメンタリーの作品を異なるものと分けて考え、ま
た、そのように批評の側から見られる自作品の立場の拠り所を模索していた。 
 林のドキュメンタリーでは、韓国南端の済州島のガンジュン村で起きている海軍基地建設の反対運動
を取材している。取材はもとより、編集、ナレーションといった作業を林自身が殆ど一人で行っている。
機材は手持ちの小型ハンディカムのみ、たった一人で話しかけてくる女子学生は取材される人々にはど
のように見えるのであろうか。話しを聞ける関係になるまでにガンジュでの取材では３ヶ月かかったと
云う。作品には林潤秀という人（媒介者）なくしては引き出されなかった土地を失う人々の言葉、思い、
表情が記録されている。 
 林潤秀は自身のあるいは他者の記憶、場所の記憶をたどり制作している自作について検証し、口述史
や集団記憶を例に挙げて、林の採取する記憶と歴史学での記憶や客観的資料との違いを考察する、更に
記憶が留まる場所である「体」「物語」「場所」という媒体という観点からも考察していく。特に口述に
ついて、「何を語るか以上に、何に沈黙するかが重要である。～その重要性は事実に対する執着より想像
や象徴、欲望が出現し事実から離れるところにもある。」生きている生々しさを持つ口述証言の意味を示
し。人間自身の本能が自然に属する、土地や場所と一体となって生きてきた農民や漁師は自分たちの生
や身体は土地そのものだと意識していることを、ドキュメンタリー作品「牡蠣」の人々の存在を通して
投げかけてくる。ドキュメンタリーの方法を充分に検討して作られた本作は林潤秀が問うているリアリ
ティ・フィクション、あるいは「私的ドキュメンタリー」の作品として高い完成度を持っている。制作
のプロセス、人との関わり方、人々のみならず「風景」や情景の捉え方、他者の記憶へのアプローチ、
編集の巧みさ、林自身によるナレーションも的確である。鑑賞者は林自身がとった位置に立って村の人々
や出来事に立ち会うことができる。作り手自らがカメラの手前に居て話しかけ手を差し出して登場して
いる私的ドキュメンタリーという方法のなかで、林潤秀自身のアイデンティティーも形成され記されて
いくのである。 
 作品と論文の双方とも丁寧な作業で構成されていて高い完成度を持っていることには審査員一同が感
銘を覚えた。博士作品・論文としてたいへん優れたものであると全員の意見が一致し、博士学位を認め
るものである。 
 
